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様式様式様式様式２２２２－－－－１１１１　　　　評価結果評価結果評価結果評価結果�まとめ�まとめ�まとめ�まとめ

都道府県名 面積 340ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ●

なし

あり ●

なし

あり ●

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

目標
達成度

△

H28人 12,000

1年以内�
達成見込み

○

○12,23010,730 H24

－

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

計画期間内で�目標達成に�若干及ばなかったが、ふれあいセン
ター�新設や整備区域内�土地区画整理事業など�進展に伴い、区
域内人口�増加が進んだことにより、施設�利用者が増加した。

既存�公園等に加え、公園ワークショップなど地域住民�意見も取り
入れながら、公園整備も順調に進み、1人当り�公園等面積が増加し
た。

土地区画整理事業や下水道整備など�基盤整備�進展や、公園、ふ
れあいセンターなど�魅力ある交流機能が整備されることにより、区域
内全体�住環境が向上し、人口増加につながった。

フォローアップ
予定時期

 １）事業�実施状況

－

削除/追加�理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

公園：羽塚西公園、矢田公園、羽塚公園
高次都市施設（地域交流センター）：矢田ふれあいセンター
土地区画整理事業：西尾羽塚西土地区画整理事業

交付期間�変更による事業、
指標、数値目標へ�影響

－

削除/追加による目標、指標、数値目標へ�影響

－ －

－

地域創造支援事業：耐震性貯水槽
まちづくり活動推進事業：公園ワークショップ

交付期間
�変更

－

－ －

新たに追加し
た事業

実施内容

整備区域内�居住者人口

数　　値 目標
達成度※１

そ�他�
数値指標２

そ�他�
数値指標1

指標1

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　�達成状況

従前値 目標値

地域交流施設�利用人数 人／年 3,942 H24

㎡／人

数　　値

1.039

40,000 39,277H28

0.253 H24 1.0 H28

指　標

指標２

 ３）そ�他�数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外�指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

 ５）実施過程�評価

・公園やふれあいセンターなど、交流施設が増えることにより、住民同士�交流�機会も増え、防災・防犯へ�対応力�強化にもつながっている。
・公園ワークショップなどを通じ、自分たちで考えた自分たち�公園として�意識が高まり、住民による維持管理体制について�理解が深まった。

そ�他�
数値指標３

都市再生整備計画に記載�なかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載�なかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制�構築

なし

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載�なかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

平成24年度～平成28年度 平成28年度事後評価実施時期

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後�対応方針等実施状況

指標３

1人当り�公園等面積

1年以内�
達成見込み

愛知県 市町村名 西尾市

H29.4

効果発現要因
（総合所見）

H29.4

H29.7

平成24年度～平成28年度

－

654.1百万円

地区名

事業名

－

－

交付対象事業費

矢田地区

－

－

国費率



様式様式様式様式２２２２－－－－２２２２　　　　地区地区地区地区����概要概要概要概要

単位：人／年 3,942 H24 40,000 H28 39,277 H28

単位：㎡／人 0.253 H24 1.0 H28 1.039 H28

単位：人 10,730 H24 12,000 H28 12,230 H28

矢田地区（愛知県西尾市）　都市再生整備計画事業�成果概要

従前値まちづくり�目標 目標を定量化する指標

1人当り�公園等面積

地域交流施設�利用人数

整備区域内�居住者人口

今後�まちづくり
�方策

（改善策を含む）

・公園やふれあいセンターなど�交流機能を活用した、住民同士�交流�活発化を図るとともに、住民自らによる地域�安全・安心に向けた取組みを促進する。
・地域住民による公園や道路など�まち美化活動を推進するなど、快適な居住環境�維持向上を図り、住民が愛着�持てるまちづくりを進める。
・既存集落における狭隘道路を解消し、避難経路�明確化や緊急車両�通行経路�確保を図り、安全・安心な居住環境�創出を図る。
・今後、増加が予想される空き家、空き地について、現状調査を行うとともに、適正な維持管理、利活用�方策を検討し、良好な居住環境�維持につなげる。

まち�課題�変化

・耐震性貯水槽を備えた公園やふれあいセンターが整備されたことにより、住民同士�交流�場や、避難場所が確保された。
・土地区画整理事業�進展により、狭隘道路などが解消され、避難経路�明確化や緊急車両�通行経路が確保された。一方で、整備区域全体で�、既存集落において、狭隘道路が一部残るなど、防災上�課題が残されている。
・土地区画整理事業�進展により、まとまり�ある良好な居住環境が創出された。一方で、整備区域全体で�、既存集落において、空き家や空き地など�増加による居住環境�悪化や無秩序なミニ開発など�リスクが高まる恐れが
ある。

目標値 評価値

大目標：人と人�ふれあい�中で、安心・快適に暮らせるまちづくり
目標1：住民相互�交流を強化し、ふれあい�あるまちづくりを目指す。
目標2：防災・防犯へ�対応力を強化し、安心できるまちづくりを目指す。
目標3：基盤整備を推進し、良好な住環境整備によるまちづくりを目指す。

矢田公園

矢田ふれあいセンター

羽塚公園（完成予想図）

羽塚西公園（完成予想図）

公園ワークショップ（矢田公園）



（１）成果�評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程�評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因�整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後�まちづくり方策�作成
　　添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

　　添付様式５－②　まちの課題の変化

　　添付様式５－③　今後のまちづくり方策

　　添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

　　添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

　　添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

　　添付様式６－参考記述　今後、交付金の活用予定、又�事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

（５）事後評価原案�公表
　　添付様式７　　事後評価原案の公表

（６）評価委員会�審議
　　添付様式８　　評価委員会の審議

都市再生整備計画　事後評価シート
（添付書類）



添付様式添付様式添付様式添付様式１１１１－－－－①①①①　　　　都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画にににに記載記載記載記載したしたしたした目標目標目標目標����変更変更変更変更����有無有無有無有無

あり なし

●

●

●

●

変更理由変更前 変更後

Ｄ．そ�他（　　　　　　　　　　　　　）

（（（（１１１１） ） ） ） 成果成果成果成果����評価評価評価評価

変更

Ａ．まちづくり�目標

Ｃ．目標値

Ｂ．目標を定量化する指標



添付様式添付様式添付様式添付様式１１１１－－－－②②②②　　　　都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画にににに記載記載記載記載したしたしたした事業事業事業事業����実施状況実施状況実施状況実施状況（（（（事業事業事業事業����追加追加追加追加・・・・削除削除削除削除をををを含含含含むむむむ））））

事業費 事業費 完成 完成見込み

道路

公園 33 31 事業費�精査による ●

公園 148 137.9 事業費�精査による ●

公園 124 119.5 事業費�精査による ●

河川

下水道

駐車場有効利
用システム

地域生活基盤
施設

高質空間形成
施設

高次都市施設
（地域交流セン
ター）

254 190.3 事業費�精査による ●

既存建造物活
用事業

土地区画整理
事業

180 148.7 事業費�精査による ●

市街地再開発
事業
住宅街区整備
事業
地区再開発事
業

A=0.14ha羽塚西公園 A=0.14ha

A=4.33ha

A=890㎡

矢田公園

羽塚公園

A=1.00ha

A=0.65ha

A=1.00ha

A=0.65ha

当初計画から�
変更�概要 ※1

（事業�削除・追加を含む）

A=890㎡

A=4.34ha

事後評価時�完成状況
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等へ�影響

影響なし

影響なし

影響なし

影響なし

西尾羽塚西土地区画整理事業

矢田ふれあいセンター

影響なし

基幹事業基幹事業基幹事業基幹事業

事業内容

当初計画 最終変更計画

事業内容事業箇所名
事業

※１：事業費�大幅変更、新規追加がある場合�理由を明記�こと



添付様式添付様式添付様式添付様式１１１１－－－－②②②②　　　　都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画にににに記載記載記載記載したしたしたした事業事業事業事業����実施状況実施状況実施状況実施状況（（（（事業事業事業事業����追加追加追加追加・・・・削除削除削除削除をををを含含含含むむむむ））））

事業費 事業費 完成 完成見込み

バリアフリー環
境整備促進事
業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地総
合整備事業
街なみ環境整
備事業
住宅地区改良
事業等
都心共同住宅
供給事業
公営住宅等整
備
都市再生住宅
等整備
防災街区整備
事業

事業内容

当初計画

事業内容

※１：事業費�大幅変更、新規追加がある場合�理由を明記�こと

当初計画から�
変更�概要 ※1

（事業�削除・追加を含む）

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等へ�影響

基幹事業基幹事業基幹事業基幹事業

事業
事業箇所名

最終変更計画 事後評価時�完成状況



事業費 事業費 完成 完成見込み

25 24.1 事業費�精査による ●

3 2.6
地元から�要望で羽塚西公園につ
いて�、意見聴取�みとした。

●

地域創造
支援事業

耐震性貯水槽 4箇所

事業内容

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等へ�影響

影響なし

ワークショップを行わなかった羽塚西公園についても、自治会長を
通じて地元�意見を聴取し、計画に反映させたため、影響なし。

4箇所

当初計画から�
変更�概要 ※1

（事業�削除・追加を含む）

※１：事業費�大幅変更、新規追加がある場合�理由を明記�こと

当初計画

事業内容

まちづくり
活動推進事業

事業活用調査

2箇所

提案事業提案事業提案事業提案事業

細項目
事業

公園ワークショップ 3箇所

最終変更計画 事後評価時�完成状況



当初計画
最終変更

計画
当初計画

1,132 1,210 H24～H30 事業中

100 100 H26～H28 事業中

事業期間

（（（（参考参考参考参考））））関連事業関連事業関連事業関連事業

土地区画整理事業

公共下水道事業

事業
細項目

西尾地区

事業箇所名

西尾羽塚西土地区画整理事業

事業費

備考進捗状況及び所見
最終変更計画

H24～H30

H26～H28



添付様式添付様式添付様式添付様式２２２２－－－－①①①①　　　　都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画にににに記載記載記載記載したしたしたした数値目標数値目標数値目標数値目標����達成状況達成状況達成状況達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み ●

指　標

指標１

指標２

指標３

－人 10,730 H24

H28

39,277 事後評価

事後評価実施年度に得られる整
備区域内�居住者人口�平成
28年4月1日時点が最新データと
なるため、平成28年4月1日�整
備区域内�居住者人口を用い、
過去�傾向から評価基準日（平
成29年3月31日）�居住者人口
を推計し、評価値（見込値）とし
た。

事後評価

－

40,000－

平成27年度における矢田小学校
�学校開放�年間利用人数と、
地域交流施設である矢田ふれあ
いセンター�年間利用人数を集
計し利用人数を把握し、そ�値を
評価値とした。

目標達成度○△×�理由
（達成見込み「あり」とした場合、そ�理由も含む）

H28指標３ 整備区域内�居住者人口 －

指標２ 1人当り�公園等面積

目標値
1年以内�

達成見込み�
有無

指標１

H24

計画期間内で�目標達成に�若干及ばなかったが、ふれあいセンター�新設や整備区域内�土地区画整理事
業など�進展に伴い、区域内人口�増加が進んだことにより、施設�利用者が増加した。

－ 3,942

既存�公園等に加え、公園ワークショップなど地域住民�意見も取り入れながら、公園整備も順調に進み、1人
当り�公園等面積が増加した。

土地区画整理事業や下水道整備など�基盤整備�進展や、公園、ふれあいセンターなど�魅力ある交流機能
が整備されることにより、区域内全体�住環境が向上し、人口増加につながった。

㎡／人

一時避難場所として利用できる
公園面積（既存公園�小規模な
ため公園台帳面積とし、本計画
において整備する公園�利用可
能なオープンスペース�面積とし
た）を評価基準日で�推計地区
人口（矢田小学校区）で除した値
を評価値（見込値）とした。

1.0

指　標

データ�計測手法と
評価値�求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前�値 従前値

人／年 H24地域交流施設�利用人数

－ 0.253

そ�他特記事項
（指標計測上�問題点、課題等）

△

12,230 事後評価

○

●

モニタリング

1.039

モニタリング

●

事後評価

12,000

事後評価

モニタリング

●H28

目標達成度※２数値（エ）

モニタリング モニタリング

○

事後評価

モニタリング

※１ 計画以前�値 と�、都市再生整備計画�作成より以前（概ね10年程度前）�値�ことをいう。
※２ 目標達成度�記入方法

○ ：評価値が目標値を上回った場合
△ ：評価値が目標値に�達していないも��、近年�傾向より�改善していると認められる場合
× ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年�傾向よりも改善がみられない場合



添付様式添付様式添付様式添付様式２２２２－－－－②②②②　　　　そ�そ�そ�そ�他他他他����数値指標数値指標数値指標数値指標（（（（当初設定当初設定当初設定当初設定したしたしたした数値目標以外数値目標以外数値目標以外数値目標以外����指標指標指標指標））））によるによるによるによる効果発現効果発現効果発現効果発現����計測計測計測計測

（ア） （イ）

単位
基準
年度

基準
年度

モニタリング

確定

見込み

モニタリング

確定

見込み

モニタリング

確定

見込み

※１　計画以前�値　と�、都市再生整備計画�作成より以前（概ね10年程度前）�値�ことをいう。

添付様式添付様式添付様式添付様式２２２２－－－－参考記述参考記述参考記述参考記述　　　　定量的定量的定量的定量的にににに表現表現表現表現できないできないできないできない定性的定性的定性的定性的なななな効果発現状況効果発現状況効果発現状況効果発現状況
・公園やふれあいセンターなど、交流施設が増えることにより、住民同士�交流�機会も増え、防災・防犯へ�対応力�強化にもつながっている。
・公園ワークショップなどを通じ、自分たちで考えた自分たち�公園として�意識が高まり、住民による維持管理体制について�理解が深まった。

そ�他�
数値指標１

そ�他�
数値指標２

そ�他�
数値指標３

事後評価

事後評価

事後評価

数値（ウ） 本指標を取り上げる理由
そ�他特記事項

（指標計測上�問題点、課題
等）

従前値データ�計測手法と
評価値�求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

指　標

（参考）※１

計画以前�値



（（（（２２２２） ） ） ） 実施過程実施過程実施過程実施過程����評価評価評価評価

・本様式�、都市再生整備計画へ�記載�有無に関わらず、実施した事実がある場合に�必ず記載すること。

添付様式添付様式添付様式添付様式３３３３－－－－①①①①　　　　モニタリング�モニタリング�モニタリング�モニタリング�実施状況実施状況実施状況実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又�、実際に実施した内容

今後�対応方針等

予定どおり実施した

予定�なかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定�なかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式添付様式添付様式添付様式３３３３－－－－②②②②　　　　住民参加住民参加住民参加住民参加プロセス�プロセス�プロセス�プロセス�実施状況実施状況実施状況実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又�、実際に実施した内容

今後�対応方針等

予定どおり実施した

予定�なかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定�なかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式添付様式添付様式添付様式３３３３－－－－③③③③　　　　持続的持続的持続的持続的なまちづくりなまちづくりなまちづくりなまちづくり体制体制体制体制����構築状況構築状況構築状況構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織�概要

予定どおり実施した

予定�なかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定�なかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

実施状況

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又�、実際に実施した内容

構築状況 今後�対応方針等

なし

なし

なし



（（（（３３３３） ） ） ） 効果発現要因効果発現要因効果発現要因効果発現要因����整理整理整理整理

添付様式添付様式添付様式添付様式４４４４－－－－①①①①　　　　効果発現要因効果発現要因効果発現要因効果発現要因����整理整理整理整理にかかるにかかるにかかるにかかる検討体制検討体制検討体制検討体制

添付様式添付様式添付様式添付様式４４４４－－－－②②②②　　　　数値目標数値目標数値目標数値目標をををを達成達成達成達成したしたしたした指標指標指標指標にかかるにかかるにかかるにかかる効果発現要因効果発現要因効果発現要因効果発現要因����整理整理整理整理

種別
指標改善

へ�
貢献度

指標改善
へ�

貢献度

指標改善
へ�

貢献度

指標改善
へ�

貢献度

【公園】羽塚西公園 － ◎ ○

【公園】矢田公園 － ◎ ○

【公園】羽塚公園 － ◎ ○

【高次都市施設（地域交流センター）】矢田ふれあいセンター ◎ － ○

【土地区画整理事業】西尾市羽塚西土地区画整理事業 ○ ○ ◎

【地域創造支援事業】耐震性貯水槽 － － ○

【まちづくり活動推進事業】公園ワークショップ － ◎ －

【土地区画整理事業】西尾市羽塚西土地区画整理事業 ○ ○ ◎

【公共下水道事業】西尾地区 － － ○

公園ワークショップにおける住民
参加�経験を活かし、今後�、
公園�維持管理へ�住民参加
を促し、自分たち�公園として�
意識向上に努める必要がある。

今後�、住民同士�交流�促
進や街�美観�維持など、魅力
あるまちづくりを進め、安心して
暮らすこと�できる居住環境�
維持向上を図る必要がある。

名称等 検討メンバー

指標�種別

指　標　名

都市計画課、公園緑地課、生涯学習課、
スポーツ課、危機管理課、消防本部

関連各課ヒアリング

土地区画整理事業や下
水道整備など�基盤整
備�進展や、公園、ふ
れあいセンターなど�
魅力ある交流機能が整
備されることにより、区
域内全体�住環境が向
上し、人口増加につな
がった。

既存�公園等に加え、
公園ワークショップなど
地域住民�意見も取り
入れながら、公園整備
も順調に進み、1人当り
�公園等面積が増加し
た。

関連事業

基幹事業

総合所見

実施時期 担当部署

地域交流施設�利用人数

総合所見

都市計画課

1人当り�公園等面積

指標１

総合所見

平成28年9月9日（金）～9月23日（金）

提案事業

指標２

今後�、さらなる利用者数�増
加を図るため、講座などソフト�
充実など施設�魅力維持向上
に努める必要がある。

指標３

整備区域内�居住者人口

総合所見

今後�活用

計画期間内で�目標達
成に�若干及ばなかっ
たが、ふれあいセンター
�新設や整備区域内�
土地区画整理事業など
�進展に伴い、区域内
人口�増加が進んだこ
とにより、施設�利用者
が増加した。

事業名・箇所名

※指標改善へ�貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標�改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標�改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標�改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標�間に�、もともと関係がないことが明確
        な�で、評価できない。



添付様式添付様式添付様式添付様式４４４４－－－－③③③③　　　　数値目標数値目標数値目標数値目標をををを達成達成達成達成できなかったできなかったできなかったできなかった指標指標指標指標にかかるにかかるにかかるにかかる効果発現要因効果発現要因効果発現要因効果発現要因����整理整理整理整理

種別
目標

未達成へ
�影響度

要因�
分類

目標
未達成へ
�影響度

要因�
分類

目標
未達成へ
�影響度

要因�
分類

目標
未達成へ
�影響度

要因�
分類

※目標未達成へ�影響度
××：事業が効果を発揮せず、
　　　　指標�目標未達成�直接的な原因となった。
   ×：事業が効果を発揮せず、
      　指標�目標未達成�間接的な原因となった。
   △：数値目標が達成できなかった中でも、
       ある程度�効果をあげたと思われる。
   －：事業と指標�間に�、もともと関係がないことが
        明確な�で、評価できない。

※要因�分類
　分類Ⅰ：内的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅱ：外的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅲ：外的な要因で、予見が不可能な要因。
　分類Ⅳ：内的な要因で、予見が不可能な要因。

関連事業

総合所見総合所見

改善�方針
（記入�必須）

総合所見総合所見

指　標　名

事業名・箇所名

指標�種別

提案事業

基幹事業



（（（（４４４４） ） ） ） 今後今後今後今後�まちづくり�まちづくり�まちづくり�まちづくり方策方策方策方策����作成作成作成作成

添付様式添付様式添付様式添付様式５５５５－－－－①①①①　　　　今後今後今後今後�まちづくり�まちづくり�まちづくり�まちづくり方策方策方策方策にかかるにかかるにかかるにかかる検討体制検討体制検討体制検討体制

添付様式添付様式添付様式添付様式５５５５－－－－②②②②　　　　まち�まち�まち�まち�課題課題課題課題����変化変化変化変化

既成市街地で�消防水利及び
道路整備�遅れから消防活動
困難区域も見られる。都市計
画道路等�整備によりこ�改
善と地震時等災害�避難経路
�確保を図ることが急務であ
る。

羽塚西地区�ミニ開発などに
よる無秩序な市街化が進んで
おり、公共施設�整備改善を
伴った土地区画整理事業によ
る良好な市街地整備が急務と
されている。

名称等 検討メンバー 実施時期

これを受けて、改善策にかかる今後�まちづくり方策を
添付様式5-③B欄に記入します。

これを受けて、成果�持続にかかる今後�まちづくり方
策を添付様式5-③A欄に記入します。

残された未解決�課題

整備区域全体で�、既存集落において、狭隘道路が一部残るな
ど、防災上�課題が残されている。

整備区域全体で�、既存集落において、空き家や空き地など�
増加による居住環境�悪化や無秩序なミニ開発など�リスクが
高まる恐れがある。

担当部署

都市計画課、公園緑地課、生涯学習課、
スポーツ課、危機管理課、消防本部

平成28年9月9日（金）～9月23日（金）

耐震性貯水槽を備えた公園やふれあいセンターが整備さ
れたことにより、住民同士�交流�場や、避難場所が確
保された。

都市計画課

事業によって発生した
新たな課題

なし

達成されたこと（課題�改善状況）

土地区画整理事業�進展により、狭隘道路などが解消さ
れ、避難経路�明確化や緊急車両�通行経路が確保さ
れた。

土地区画整理事業�進展により、まとまり�ある良好な
居住環境が創出された。

なし

関連各課ヒアリング

事業前�課題
都市再生整備計画に記載

したまち�課題

地域住民が交流しあえる場所
や災害時�避難先が不足して
いることから地域交流センター
や公園整備が急務である。



添付様式添付様式添付様式添付様式５５５５－－－－③③③③　　　　今後今後今後今後�まちづくり�まちづくり�まちづくり�まちづくり方策方策方策方策

■様式５－③�記入にあたって�、下記�事項を再確認して、これら�検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）

● 交付金を活用するきっかけとなったまちづくり�課題（都市再生整備計画）を再確認した。

● 事業�実施過程�評価（添付様式３）を再確認した。

● 数値目標を達成した指標にかかる効果�持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。

－ 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善�方針（添付様式４－③）を再確認した。

● 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式添付様式添付様式添付様式５５５５－－－－参考記述参考記述参考記述参考記述　　　　今後今後今後今後�まちづくり�まちづくり�まちづくり�まちづくり方策方策方策方策にににに関関関関するそ�するそ�するそ�するそ�他他他他����意見意見意見意見

・住環境向上事業
・空き家・空き地活用事業

改善策�基本的な考え方

なし

効果を持続させるため�基本的な考え方

公園やふれあいセンターなど�交流機能を活用した、住民同士�交流�活
発化を図るとともに、住民自らによる地域�安全・安心に向けた取組みを促
進する。

地域住民による公園や道路など�まち美化活動を推進するなど、快適な居
住環境�維持向上を図り、住民が愛着�持てるまちづくりを進める。

既存集落における狭隘道路を解消し、避難経路�明確化や緊急車両�通
行経路�確保を図り、安全・安心な居住環境�創出を図る。

B欄
改　善　策

なるべく具体的に記入して下さい。フォローアップ又�次期計画等
において実施する改善策

を記入します。

・未達成�目標を達成するた
め�改善策
・未解決�課題を解消するた
め�改善策
・新たに発生した課題に対する
改善策

想定される事業

・道路等基盤整備事業

・地域住民によるまち美化活動などを支援する事業

・地域�まつりなど既存イベント�ブラッシュアップ
・地域住民�自主的な防犯・防災活動など�コミュニティ支援
事業
・地域住民によるまち美化活動などを支援する事業

想定される事業

A欄
効果を持続させるため

に行う方策

今後、増加が予想される空き家、空き地について、現状調査を行うととも
に、適正な維持管理、利活用�方策を検討し、良好な居住環境�維持につ
なげる。

効果�持続を図る事項

居住環境�更なる向上

改善する事項

狭隘道路�解消

空き家・空き地�適正な管理、利活用

住民同士�交流�促進



添付様式添付様式添付様式添付様式５５５５－－－－④④④④　　　　目標目標目標目標をををを定量化定量化定量化定量化するするするする指標指標指標指標にかかるフォローアップにかかるフォローアップにかかるフォローアップにかかるフォローアップ計画計画計画計画

単位 年度 予定時期 計測方法 そ�他特記事項

確定 あり ●●●●

見込み ● なし

確定 あり ●●●●

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

目標値
1年以内�

達成見込み�
有無

評価値
目標

達成度

地域交流施設�
利用人数

年度

・フォローアップ�要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全て�指標について記入して下さい。
・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内�達成見込み�添付様式２－①、２－②から転記して下さい。

従前値

・評価値が「見込み」�全て�指標、目標達成度が△又�×�指標、１年以内
�達成見込み「あり」�指標について、確定値を求めるため�フォローアップ計
画を記入して下さい。

指　標
フォローアップ計画

指標１ H29.7△

指標２

整備区域内�居
住者人口

○

12,230H28

39,277

平成29年3月末に工事が完了するた
め、平成29年4月1日�人口を用いて評
価基準日（平成29年3月31日）から1ヶ
月が経過した平成29年5月1日時点�1
人当り公園面積を確定値とする。

評価基準日（平成29年3月31日）におけ
る居住者人口が平成29年4月1日に確
定することから、それにより確定値とす
る。

評価基準日（平成29年3月31日）におけ
る矢田小学校及び矢田ふれあいセン
ター�利用者数が平成29年7月1日に
確定することから、それにより確定値と
する。

1人当り�公園等
面積

H29.41.039

H283,942 H24

H24

40,000

1.0

人／年

㎡／人

H24

0.253

12,000

H28

10,730人 H29.4

そ�他�
数値指標３

そ�他�
数値指標２

指標３ ○

そ�他�
数値指標１



添付様式添付様式添付様式添付様式６６６６　　　　当該地区当該地区当該地区当該地区�まちづくり�まちづくり�まちづくり�まちづくり経験経験経験経験����次期計画次期計画次期計画次期計画やややや他地区他地区他地区他地区へ�へ�へ�へ�活活活活かしかしかしかし方方方方

・下表�点について、特筆すべき事項を記入します。

要因分析 次期計画や他地区へ�活かし方

うまくいった点
事後評価時点で完了していない事業もあったが、数値�予測などが的確であったことにより、事業
効果が適切に評価することができた。

うまく
いかなかった点

うまくいった点 まちづくり�目標に合致した事業が進められたことにより、数値目標をほぼ達成できた。

うまく
いかなかった点

うまくいった点
住民参加型�公園ワークショップを開催したことにより、地域住民�公園に対する愛着度を向上さ
せることができた。

うまく
いかなかった点

うまくいった点
事後評価において、庁内検討会議等で�意見を踏まえ、今後�まちづくり�方策を検討し、対象地
区における今後�課題とまちづくり�方策を整理できた。

うまく
いかなかった点

うまくいった点

うまく
いかなかった点

添付様式添付様式添付様式添付様式６６６６－－－－参考記述参考記述参考記述参考記述　　　　今後今後今後今後、、、、交付金交付金交付金交付金����活用予定活用予定活用予定活用予定、、、、又又又又����事後評価事後評価事後評価事後評価をををを予定予定予定予定しているしているしているしている地区地区地区地区����名称名称名称名称（（（（当該地区当該地区当該地区当該地区����次期計画次期計画次期計画次期計画もももも含含含含むむむむ））））

数値目標を設定する際に�、地域�実情や社会
情勢等を加味して、的確な数値を算出するよう心
がける。

的確な数値目標�設定とともに、事業�進捗管
理を着実に行うよう心がける。

他地区においても、事業�整備にあたり住民参
加を促進していく。

項目

数値目標
・成果�達成

住民参加
・情報公開

なし

そ�他

ＰＤＣＡによる事業
・評価�進め方

数値目標と
目標・事業と�

整合性等

他地区においても、庁内検討会議やまちづくり評
価委員会等を円滑に実施し、対象地区�良好な
まちづくりを目指した事業評価を実施していく。



（（（（５５５５） ） ） ） 事後評価原案事後評価原案事後評価原案事後評価原案����公表公表公表公表

添付様式7添付様式7添付様式7添付様式7　　　　事後評価原案事後評価原案事後評価原案事後評価原案����公表公表公表公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見�受付方法 担当部署

インターネット 市�ウェブサイトに掲載
平成28年11月1日

～11月15日
平成28年11月1日

～11月15日

広報掲載・回覧・個別配布 広報に掲載
平成28年11月1日

広報にしお11月1日号
平成28年11月1日

～11月15日

説明会・ワークショップ － － －

そ�他 担当部署窓口で�閲覧
平成28年11月1日

～11月15日
平成28年11月1日

～11月15日

住民�意見

意見なし

都市計画課
担当課へ直接また�郵
送、ＦＡＸ、電子メール�
いずれかで提出



（（（（６６６６） ） ） ） 評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会����審議審議審議審議

添付様式添付様式添付様式添付様式８８８８　　　　評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会����審議審議審議審議

実施時期 担当部署 委員会�設置根拠 委員会�母体組織

学識経験�
ある委員

そ�他
�委員

方法書

成果�評価

実施過程�評価

効果発現要因�整理

事後評価原案�公表�妥当性

そ�他

事後評価�手続き�妥当に進
められたか、委員会�確認

今後�まちづくり方策�作成

フォローアップ

そ�他

今後�まちづくり方策�妥当
か、委員会�確認

委員構成

そ�他 ・特になし

今 後� まち
づくりについ
て審議

事後評価手
続き等 にか
かる審議

・指標を定める際にど�ような考えで決めた�かという意見をいただいた。
⇒数値目標について�、事業�進捗など事業成果を計るために設定しているが、もともと�対象地区に対する課題を解決するために定めた
指標であり、こ�数値目標を達成すること�みを目的としている�で�なく、こ�数値目標が達成されることで、課題が解決できるかという視点
で指標を定めたことを説明した。

・指標３�人口が増加すると、指標２�１人当たり�公園等面積が減るという意見をいただいた。
　⇒現段階で１人当たり�公園等面積について�、目標を１割程度上回っており、土地区画整理事業が全て完成した後�人口�伸びから推
計しても目標を下回ること�ないことを説明した。

・実施過程について�何も書かれていないが問題�ないかという意見をいただいた。
　⇒都市再生整備計画作成時に�位置づけを行わなかったが、実際に�公園整備に際し、住民参加型�ワークショップにより計画を策定す
るなど、住民参加�プロセス�実施したことを説明した。

・今後�まちづくり�方策について、妥当に検討が進められたことを確認した。

・公表�仕方について�、広報で�周知�ほかに、ふれあいセンターに周知用�張り紙など�工夫もあるという意見をいただいた。

・特になし

・特になし

・特になし

・指標１について�、ソフト面において、ふれあいセンター�館長ら�工夫もあり、利用者�増加につながったことを意見としていただいた。

・事後評価�手続きについて、妥当に進められたことを確認した。

・改善策�うち、空き家・空き地�適正な管理・利活用について、地域住民として�、空き家など�あること�あるが、特に困ったということ�あ
まり聞かないという意見をいただいた。
・想定される事業について、実際に行う�かという意見をいただいた。
⇒事業を行えば課題解決などに効果がありそうな事業を列記しているが、実際�事業化について�、今後、地域住民�意見などを考慮しな
がら検討していきたい旨を説明した。

審議事項※１ 委員会�意見

西尾市都市再生整備計
画事業評価委員会設置

要綱
独自に設置

千頭 聡氏（日本福祉大学教授）

朝岡市郎氏（都市計画審議会委員）
稲垣雅春氏（矢田小学校区代表町内会長）
伊澤光二氏（矢田小学校区自主防災会連絡協議会副会長）

平成29年1月19日 都市計画課


